
   

日
本
国
憲
法
を
守
る
交
野
市
民
連
絡
会
は
12
月
議
会
に
、『
交
野

市
議
会
議
場
に｢

日
の
丸｣

を
掲
揚
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
』
を

堤
出
し
ま
し
た
が
、
賛
成
は
日
本
共
産
党
議
員
と
会
派
無
所
属
議
員

１
人
の
み
で
少
数
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

交野市議会議場に｢日の丸｣を掲揚しないことを求める請願書 

請願者 日本国憲法を守る交野市民連絡会 会長 原口 和幸 

 右翼団体の要請に基づいて、交野市議会議場に国旗を掲揚しようと

する動きがあると聞いております。 

 そもそも国旗は国を識別したり国家を象徴するものであり、市旗を

掲げるならまだしも、国旗を一地方自治体の議会議場に掲げて「日本

国」を識別する必要はないものであります。 

 国会において「国旗国歌法」が審議された時に浮かび上がったこと

は、「日の丸」がかつて中国・朝鮮をはじめとするアジア・太平洋地

域の国々に対する侵略戦争のシンボルとして使用されたことや、オリ

ンピックなど国際スポーツの応援の際に使われ感情の一体感を醸成

する一方で偏狭な民族主義へ導く懸念など、国民の間に賛否両論があ

ることであり、それは現在に至るも変わるものではありません。まし

てや、市議会各議員・各会派で意見が違うことは明白です。議会は市

民を代表する議員が議案をめぐって自由に議論する場であり、議案以

外に意見の違いを持ち込むべきものではありません。 

 私たちは日本国憲法を守る立場から、日本国憲法第９９条と第９２

条に注意を喚起するものです。 

 ９９条は、憲法擁護義務を「その他の公務員」にも課しています。

これは、地方議会議員を含むものです。そのうえで、９２条は「地方

自治の本旨に基づいて」とありますが、それは地方自治が国家の関与

を排除して地域住民の意思に基づいて地方の行政を処理するという

意味であり、近年は「地方分権」とも呼ばれています。ここでも、国

家を象徴する国旗を議場に掲げることは、地方自治の本旨を脅かすこ

とにつながりかねないことを危惧するものです。 

 交野市議会に「日の丸掲示」を要望した団体は、申し入れ日を「皇

紀 2669 年 6 月 27 日」と「皇紀」を使用しています。このような年号

は、戦後は日本国憲法を否定するような特殊な団体以外は普通使わな

いものであり、議会がまともに取り合うべきではないと考えます。 

 よって、交野市議会議場に国旗を掲揚しないことを求めます。 

 

 

交
野
市
議
会
運
営
委
員
会
で

は
、
日
本
共
産
党
が
反
対
す
る

な
か
多
数
決
で
議
場
の
国
旗
掲

揚
を
決
め
、
12
月
議
会
よ
り
掲

揚
す
る
と
し
ま
し
た
。 

今
回
の
国
旗
「
日
の
丸｣

議
場

掲
揚
は
、
今
年
７
月
に
政
治
団

体
「
南
洲
塾
」
が
交
野
市
議
会

に
対
し
、
議
場
に
「
日
の
丸
」

掲
示
の
要
望
書
を
提
出
し
た
こ

と
が
発
端
に
な
り
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
請
願

の
賛
成
討
論
で
、
市
民
の
間
に

は
過
去
の
侵
略
戦
争
の
体
験
か

ら
国
旗
「
日
の
丸
」
に
対
し
様
々

な
感
情
が
あ
る
こ
と
や
、
市
議

会
議
場
は
議
案
を
審
議
す
る
場

で
あ
り
、
思
想
信
条
の
自
由
を

物
心
両
面
か
ら
保
障
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

「
日
の
丸
」
掲
揚
に
よ
り
、
議

員
や
傍
聴
者
の
内
心
の
自
由
が

侵
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。 

  

 

☆日時 12 月 16 日（水）  

午後 3 時～5 時 

☆場所 交野市役所 ３階 
    （日本共産党議員団控室） 

８９２－０１２１(内線 301) 

 順番等がありますの
で事前にお電話くだ
さい。 

 

平
成
20
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
日
本
共

産
党
は
、「
75
歳
以
上
を
年
齢
で
差
別
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
た
だ
ち

に
廃
止
す
べ
き
だ
」
と
認
定
に
反
対
し

ま
し
た
。
反
対
は
、
日
本
共
産
党
３
名

と
会
派
無
所
属
の
１
名
で
し
た
。 

 

制
度
が
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
来
年
４

月
に
は
保
険
料
が
約
13
％
値
上
が
り
す

る
見
込
で
、
さ
ら
に
混
乱
が
広
が
り
ま

す
。
制
度
の
廃
止
を
先
送
り
す
る
の
で

は
な
く
、
一
日
も
早
く
廃
止
し
て
、
も

と
の
老
人
保
健

制
度
に
も
ど
し

た
う
え
で
、
改
善

を
は
か
っ
て
い

く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 


